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中尾小尾谷戸遺跡の採集主器について一昏贈された義面採集資料の調査―

土器観察等指導・助言 相模原市教育委員会 文化財保護課 河本雅人主査(学芸員)、領家玲美学芸員
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1買右・5行 丹念に調査され、 丹念に踏査され、

1夏右最下行 2万 5千分の1の地形国が 手書きの地国が

2更左 4行 地形図裏面には4582の 紙片に朱記で45 8 2 Nolの

2夏左 24行 今回整理した709点 の土器は、 今回整理した700点 (佐藤道博旧蔵資料685点 +

相模原縄文研究会による中尾踏査資料18点

【土器観察表9001台の資料】)の主器は、☆

2頁左・33行 4は沈線文 4は平行沈線文

2東左・43行 並行沈線と 平行沈線文と

2頁右・2行 胴部破片で並行する 胴部破片で平行する

2貢 右  6行 胴部破片で条長文上 編部破片で条線文土

2真右・7行 追加文 また、胎土には霞母が含まれている。

2貢右力12行 口縁部に隆帯文を 日縁部に隆線文を

2頁右打0行 胴部破片で沈線文 掘部破片で縄文と沈線文

2頁右・22行 胴部破片で、並行蔭帯文 胴部破片で、平行隆帯文         Ⅲ

2更右 24行 日縁と並行して隆線文が 隆幕文と条線文が

2真右・30行 条線文と隆帯文 条線文と隆線文

2貫右 31行 沈線文と隆帯文が 沈線文と条線文が

4貢 図3 72外 ;沈線文 … 内:無文

ンβ鶴
72

72は 外:無文 … 内1沈線文で逆

鶴‖鞭
4夏左 4行 沈線文が 沈線刻み目が

4頁と・10行 隆帯と沈線文が 沈線文とキザミが

4頁左=18行 隆帯上に 隆線上に

4頁右・2行 外面は平行沈線が施され、 外面は無文で、

内面は沈線で調整されている。 内面は洸線文が施されている

6買左Ⅲl行 外面には並行沈線と 外面には平行沈線と

5頁左 4行 並行沈線文 平行沈線文

5買左打2行 並行タタキロで 平行タタキ自で

5頁左140行 3年 に渡つて 4年に渡つて

5頁右 2行 旧石器時代の 縄文時代の

10買  ・26行 N4-30S 2室記載のため自J除

10頁  ・27行 N4-306 2重記載のため自J藤

10頁  ・28行 N4-307 2室記鋤のため自J除

10頁  う29行 N4-308 2重記載のため削除

10哀  ・30行 N4-309 2重記載のため削除

10頁  ・31行 N4-310 2重記載のため削除

13頁  =19行 N5-904 N4… 904

15東  写 真上 キャプション追加 r一商がN4地 点 201442撮 影J

15頁 =写真下 キヤプシヨン追加 「N2付 近 201442撮 影」


